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測 定

圧力測定
フィルム 活用事例

パネル研磨洗浄装置

[No.22]

研磨装置のステージと
研磨シートとの
あたり均一性確認

研磨装置のあたり均一性確認

パネル（液晶パネル：LCD、フラットパネル：FPD）などの製造において、パネルエッジの面取り加工で
パネル表面にカレット（ガラス屑）が付着することがある。カレットが付着したパネルに偏光板を貼り
付けると、気泡発生の原因となり、歩留まり率の低下を招く。その原因を取り除くためにパネルを
平滑な状態に整形する研磨洗浄が必要であるが、研磨の際にパネル面へ高い圧力はかけられず、
そのためにもパネルと研磨シート間での十分な均一性を確保することが重要である。

品質向上

調整時間短縮

不良低減

プレスケールをパネル吸着ステージと研磨ユニットとの間に挟み、通常の条件で加圧後、プレスケールを
取り出して発色状態を判定。パネル吸着ステージと研磨ユニットがバランス良く設置されているかに
ついて簡便に確認することができる。

使用製品：プレスケール（極超低圧用LLLW）

■パネル研磨装置

研磨洗浄装置
写真提供：株式会社FUK 様

液晶パネルメーカー 対象製品例
スマートフォン
タブレット端末

■プレスケールによる圧力分布測定

プレスケール

ステージ

研磨ユニット

パネル吸着ステージ

■研磨部



導入効果

結 果
（イメージ）

圧力が不均一にかかっている。

［不 良］
圧力バランスが均一で良好な結果である。

［正 常］

不具合が最終製品形態や下流工程で発見
されると大きな製品、材料、時間ロスに
なってしまう。また工程の良否は研磨結果
から推定するしかなく試行錯誤を繰り返し
ての調整となる。パネルの材料ロスや設計
調整の時間ロスが発生する。

圧力分布を実際の使用条件で確認可能。
圧力の均一性を未然に確認することで、
品質向上と設計調整時間短縮を実現。

プレスケールを使わない場合 プレスケールを使用した場合

設計時やメンテナンス時のあたりの均一性確認を短時間で行える。
時間ロス効果
品質異常を未然に防ぎ、歩留まりが向上。
品質ロス効果
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